




Effects of the Sodium Chloride on the Organic Acid Production 
by Micrococcus varians Mc-128

































































































































































































































































































3 （2｝のに｝に対する脚?菶ｦ　　％ 81．19 81．86
4 n一カプロソ酸 0 2．11
5 n一酪酸 0 0．04
6 プロピオソ酸 0 ，α10
7 酢酸 57．41 91．40


























































































3 ②のωに対する回収ｦ％ ・　95．01 95．71
4 レヴュリソ酸（乳酸ﾆして）　　　腔2 0．45 0
5 Lacty1・lactic　acidi乳酸として） 1．75 0．40
6 乳酸量　　脚 59．60 0
7． ヌバク酸 4．4gi庄6 3．39
8 マロソ酸 0．53 1．21
9 ピログルタミン酸 1．06 1．73
10 グライコール酸 6．41 2．95
註1．
2
　3．
4，5．
　6．
不揮発性酸部試料の1部をとって0．01N　NaOH
滴定により算出し，乳酸量≧して表示
レヴュリン酸として同定セきなかったので乳酸
として表示　　　　　一
BARKER・SUMMERSON法によ’髏^の乳酸量
コハク酸として表示
③のピークを乳酸として算出し，それから真の
乳酸量を差引いたもの
］（icrococcus　variairs　Mc－128の生酸性に及ぼす食塩の影響について一107一
要 約
　ll｛ticrocOcctes　variairs　Mc－128の生酸性及びアルコールの生成に及ぼす食塩の影響について検討
した。
　揮発性有機酸の生成に対する食塩の影響は高濃度（10％）食塩存在下でその生成割合が幾分増加
するぐらいであって顕著な影響は認められなかった。食塩濃度にかかわりなく生成揮発性酸のほと
んどを占めるのが酢酸であり，わずかながらの蟻酸の生成が認められた。また高濃度食塩下では他
にカプロン酸，n一酪酸，プPピオン酸が認められた。
　不揮発性有機酸特に乳酸の生成に及ぼす食塩の影響は特異的で高濃度食塩下ではその生成がほと
んど認められず，わずかのコハク酸，グライコール酸が生成されることがわかった。また低濃度（0．5
％）食塩下で生成される不揮発性酸の大部分を占めるのが乳酸であり，グライコール酸，コハク酸
がそれにつづき，ほかにピログルタミン酸，マロン酸の生成が認められた。
　アルコ・一一・ルの生成に対する食塩の影響はほとんど認められなかった。
　終りにのぞみAfici’ococi2tsa　vai’ians　Mc－128を分譲していただいた新潟県食品研究所の今井誠一
氏に深く感謝致します。
））））））））））））））））???????????
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